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事
務
局　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
頂
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
？

山
中
社
長　
２
０
１
９
年
に
、
弊
社

の
将
来
像
を
検
討
し
て
い
た
時
、
寺

脇
康
祐
現
会
長
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
提
案
を
受
け
た
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

企
業
が
目
指
す
姿
と
し
て
は
、
非

常
に
理
想
的
で
、
す
ぐ
に
経
営
幹
部

と
検
討
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
社
内

に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

１
年
間
毎
月
話
し
合
い
、
最
終
的
に

５
つ
の
指
針
を
出
し
ま
し
た
。

事
務
局　

社
員
へ
の
浸
透
は
大
変
で

し
た
か
？

　

２
０
２
２
年
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
相
ま
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
５

Ｇ
の
普
及
加
速
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
代
表

さ
れ
る
省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
提
案
営
業
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
（
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
）、

太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
発
展
、
建
築
業
界
に
お
け
る
働
き

方
改
革
な
ど
、
私
達
、
電
材
業
界
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
的
・
環
境

的
貢
献
課
題
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課

題
そ
の
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り

組
み
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め
て

い
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
声

を
多
く
頂
い
た
事
か
ら
、
す
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
会
社
様
へ
緊
急

取
材
を
お
願
い
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
な

の
か
、
取
り
組
む
事
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

お
伺
い
し
、
組
合
員
会
社
様
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

取
り
組
み
会
社
増
へ
と
繋
げ
る
記
事
を
連

載
致
し
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
今
回
は
、
大
阪
単
組
所
属

の
株
式
会
社
日
本
電
商
様
を
訪
問
し
、
山

中
一
晃
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

ご
教
示
願
い
ま
す
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
方

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
社
会
の
た
め
に
は
、

ま
ず
Ｄ
Ｘ
導
入
を

特
集
2

Vol.2

（株）日本電商　ＳＤＧｓ取り組み　５つの指針

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
浸
透
さ
せ
る
に
は
、

ま
ず
、
経
営
幹
部
の
理
解
が
必
要
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特集 2

山
中
社
長　

初
め
は
確
か
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
な
の
か
？
」と
い
う

よ
う
な
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
全
て

に
お
い
て
“
三
方
良
し
”の
精
神
が
必
要
」と
少

し
ず
つ
諭
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
経
営
幹
部
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
会

社
が
目
指
す
１
つ
の
指
針
」だ
と
理
解
し
な
い

限
り
は
社
員
ま
で
広
ま
る
事
は
無
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
経
営
幹
部
と
の
意
思
統
一
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
す
。

比
率
は
全
体
の
４
分
の
１
～
５
分
の
１
程
度
で

す
。
内
勤
の
業
務
担
当
は
女
性
が
多
い
で
す
。

　

勿
論
、
重
い
荷
物
を
担
い
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ぶ
の
は
、
一
般
的
な
女
性
に
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
重
い
物
を
運
ば
な
く
て
済
む
業

務
に
配
置
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
適
材
適
所
な

人
事
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
さ
え
出

来
れ
ば
、
ど
こ
で
も
活
躍
出
来
る
と
思
い
ま
す

し
、
女
性
が
も
っ
と
も
っ
と
管
理
職
ま
で
上
が
っ

て
き
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

男
性
だ
け
の
意
見
が
通
る
会
社
よ
り
も
男
女

様
々
な
年
代
か
ら
の
意
見
や
知
恵
を
集
め
た

方
が
強
い
会
社
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局　
現
実
は
ど
う
で
す
か
？

山
中
社
長　

管
理
職
や
役
員
を
目
指
す
女
性

社
員
は
少
な
い
で
す
ね
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

と
、
忙
し
く
て
大
変
な
イ
メ
ー
ジ
が
染
み
つ
い

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ
の
「
女
性
活
躍
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、
ど
う
や
っ
た
ら

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
か
の
意
見
を

出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
２
年
目
の
今
年
は

積
極
的
に
参
加
し
た
い
社
員
を
優
先
的
に
参

加
さ
せ
、
様
々
な
立
場
の
女
性
社
員
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
意
見
を
出
し
、
議
論
し
、
決
定
す
る

事
を
体
感
し
て
も
ら
う
事
が
目
的
で
す
。
言
わ

自
ら
意
見
を
出
し
、
議
論
し
、

決
定
す
る
事
を
体
感
し
て

も
ら
う
事
が
目
的

事
務
局
　「
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

立
ち
上
げ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
と
Ｈ
Ｐ
で
拝
見

し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
を
ご
教
示
頂
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山
中
社
長　

電
材
業
界
を
含
め
た
建
設
業
界

は
男
性
社
会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
は
男
性
と
女
性
半
分
半

分
で
す
。
半
分
い
る
女
性
の
声
を
聞
か
な
い
の

は
、
商
売
の
チ
ャ
ン
ス
を
半
分
に
し
て
い
る
こ

と
と
同
じ
で
す
。
男
女
分
け
隔
て
な
く
、
頑

張
っ
た
社
員
が
報
わ
れ
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

な
会
社
に
し
た
い
し
、
間
違
い
な
く
社
会
も
そ

う
い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
こ
数
年
、
女
性
の
営
業
職
を

多
く
採
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
女
性
社
員
の

（株）日本電商・女性活躍推進プロジェクト

2020年   8月　スタート。

〜オフィスカジュアル編〜	

2020年   9月　制服の必要性について社内アンケートを行い、制服が
必要だと感じている方が約80％あった。

2020年9月14～25日　『オフィスカジュアルトライアル　～私服で
仕事をしてみよう～』企画を遂行。

2020年10月　企画後に取ったアンケートから、制服・私服の併用を
遂行。NGマニュアル作成。

2021年11月　男性もオフィスカジュアルがスタート。

2021年12月　オフィスカジュアルを実行し、再度アンケートを取り、
感想を聞いた所、

〜その他企画〜	

2021年10月よりバースデー休暇スタート。 
　　　　　　　　　（誕生日月の１～２ヶ月前後以内で取得）

企画以外にも「退職について」、「育児との両立について」等、女性社
員達が毎月約１時間半、働きやすい環境になるための議論を繰り広
げています。
詳細は、（株）日本電商　社員ブログをご参照下さい。
　　　　　　　　　（https://nihondensho.com/info/）

オフィスカジュアルの
イメージが変わり、

着用率が
９割になった！
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れ
た
仕
事
を
こ
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
考

え
て
実
行
し
て
、
推
進
す
る
立
場
に
な
る
。
こ

れ
が
仕
事
の
醍
醐
味
だ
と
思
う
の
で
、
そ
こ
ま

で
行
き
着
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

社
長
就
任
後
、
１
番
最
初
に

手
を
付
け
た
の
が
、
Ｄ
Ｘ
導
入

事
務
局　

ち
な
み
に
、
日
本
電
商
様
は
、
休

日
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
有
休
や
産
休
・

育
休
な
ど
の
長
期
的
な
休
み
が
あ
る
と
、
業
務

が
上
手
く
回
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
情
報

共
有
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

山
中
社
長　

完
全
週
休
２
日
制
を
採
用
し
て

お
り
、
年
間
休
日
は
１
３
０
日
超
え
る
日
数

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
、
セ
ー
ル
ス
日
報
、
計
画
、
旅
費
計

算
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
な
ど
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

顧
客
情
報
も
こ
こ
に
入
れ
込
み
、
日
報
も
全

社
員
分
閲
覧
出
来
、
そ
れ
に
対
し
て
上
司
が
コ

メ
ン
ト
を
出
し
た
り
、
最
近
、
訪
問
し
て
い
な

い
会
社
様
に
は
フ
ラ
ッ
グ
を
立
て
、
気
を
付
け

る
指
示
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
社
内
稟
議
を
通
す
に
は
、
上
司

の
ハ
ン
コ
を
押
す
必
要
性
か
ら
１
、２
日
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
、
パ
ソ
コ
ン
１
つ
で
ポ
ン
と
申

請
が
上
が
っ
た
ら
早
け
れ
ば
数
分
後
に
完
了
で

す
。

　

実
は
、
社
長
就
任
２
年
目
で
す
が
、
１
番

最
初
に
手
を
付
け
た
の
が
、
こ
の
Ｄ
Ｘ
導
入
で

し
た
。

事
務
局　
在
宅
勤
務
等
は
ど
う
で
す
か
？

山
中
社
長　
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
も
勿
論
、
行
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

ジェンダーレス社会は、
ＤＸ導入から！

③社員の個性＝花
枝（部署）・葉（業務）に分か
れた後、個人が花開くために
は、意識改革が必要。電材業
界はまだまだ男性社会。女性
の管理職を増やすために、「女
性活躍推進プロジェクト」を
立ち上げ、課題を見つけ、議
論し、解決していく事で、リー
ダー資質を磨き、男女誰もが
昇進出来る環境を整える。

③社員の個性＝花
枝（部署）・葉（業務）に分か
れた後、個人が花開くために
は、意識改革が必要。電材業
界はまだまだ男性社会。女性
の管理職を増やすために、「女
性活躍推進プロジェクト」を
立ち上げ、課題を見つけ、議
論し、解決していく事で、リー
ダー資質を磨き、男女誰もが
昇進出来る環境を整える。

③社員の個性＝花
枝（部署）・葉（業務）に分か
れた後、個人が花開くために
は、意識改革が必要。電材業
界はまだまだ男性社会。女性
の管理職を増やすために、「女
性活躍推進プロジェクト」を
立ち上げ、課題を見つけ、議
論し、解決していく事で、リー
ダー資質を磨き、男女誰もが
昇進出来る環境を整える。

①ＤＸ改革＝根っこ
ＤＸを取り入れ、誰もが働きやす
い環境作りを行う。（急な休みや各
家庭の事情で出社出来なくても、
誰かがサポートしたり、在宅勤務
で対応出来る環境作り） 
RPA、グループウェアソフト、
WEB 会議システム、FAX のデータ
化等、各会社に合ったDXを導入。

①ＤＸ改革＝根っこ
ＤＸを取り入れ、誰もが働きやす
い環境作りを行う。（急な休みや各
家庭の事情で出社出来なくても、
誰かがサポートしたり、在宅勤務
で対応出来る環境作り） 
RPA、グループウェアソフト、
WEB 会議システム、FAX のデータ
化等、各会社に合ったDXを導入。

①ＤＸ改革＝根っこ
ＤＸを取り入れ、誰もが働きやす
い環境作りを行う。（急な休みや各
家庭の事情で出社出来なくても、
誰かがサポートしたり、在宅勤務
で対応出来る環境作り） 
RPA、グループウェアソフト、
WEB 会議システム、FAX のデータ
化等、各会社に合ったDXを導入。

②人事＝幹　　
誰がどこの部署なら活躍出来るか、
個性に合わせた配置を行う。
（時に社員とコミュニケーションを
図り、見極める）

②人事＝幹　　
誰がどこの部署なら活躍出来るか、
個性に合わせた配置を行う。
（時に社員とコミュニケーションを
図り、見極める）

②人事＝幹　　
誰がどこの部署なら活躍出来るか、
個性に合わせた配置を行う。
（時に社員とコミュニケーションを
図り、見極める）

RPA（Robotic Process Automation　
　　　ロボティック・プロセス・オートメーションの略）

FAX

データ化

PC

RPA
グループウェア
ソフト

旅費精算
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※
掲
載
順
は
、
２
０
２
１
年
６
月
に
「
会
社
名

＋
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」と
組
合
員
全
社
を
グ
ー
グ
ル
検
索

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
を
確
認
出
来
た
会
社

様
へ
取
材
願
い
の
連
絡
を
行
い
、
取
材
許
可
を
頂

い
た
先
着
順
で
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
み
、
取
材
許
可
を
頂
け

る
会
社
様
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
全
社
伺
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。
令
和
４
年
８
月
末
ま
で
に
全
日

電
材
連
・
事
務
局
・
伊
達
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
０
3︲
3
5
4
1
︲
7
1
9
2
）

が
始
ま
っ
た
一
時
期
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
す
ぐ
追

加
購
入
し
、
各
社
員
が
自
宅
で
業
務
出
来
る

形
に
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
、
紙
ベ
ー
ス
で
は

な
く
、
デ
ー
タ
で
取
得
出
来
、
ど
こ
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
に
は
、
会

社
の
規
定
を
変
え
る
必
要
性
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
す
ぐ
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
規
定
を
作
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
在
宅
勤
務
は
光
熱
費
等
の
費
用

が
か
か
る
」と
社
員
か
ら
意
見
が
出
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
支
払
い
規
定
も
作
り
ま
し
た
。

㈱日本電商様から伺った

ＳＤＧｓを取り組むポイント

特集 2

１、ＳＤＧｓを浸透させるには、
まず経営幹部との意思統一
が必要。そして、社員へ伝
えていく。浸透するには時間
がかかるが、浸透すれば会
社が変わる。

２、 女性活躍推進のためには、
まず、 働きやすい環 境 作り
が必要。（規則の整備、情報
共有・業務短縮のためのDX
導入、自ら考えて実行して推
進出来る環境整備）

　　　 働きやすい環境が出来れば、
社員が子どもの学校行事や
親の介護、家庭内の急な対
応で休む事になっても、社内
でカバーが出来、休めなくて
も、在宅勤務が可能であれ
ば、業務を止めない事が出
来る。

　

ち
な
み
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
も
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
、
チ
ー
ム
ス
等
全
て
入
れ
て
お
り
、
お
客

様
に
合
わ
せ
て
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
し
、
社
内
も
コ
ロ
ナ
前
か
ら
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
全

社
会
議
も
出
来
ま
す
。

事
務
局　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
５
つ
の
指
針
の
中
で
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
積
極
採
用
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

い
っ
た
取
り
組
み
で
す
か
？

山
中
社
長　
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

単
純
作
業
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
、
自
動
か
つ

24
時
間
３
６
５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

も
う
す
で
に
10
台
取
り
入
れ
、
経
理
や
業
務

セ
ン
タ
ー
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
顧
客
か
ら
の

メ
ー
ル
を
自
動
的
に
振
り
分
け
、
発
注
書
だ

け
を
取
り
出
し
た
り
、
見
積
を
精
査
し
た
り
。

マ
ク
ロ
を
組
ん
で
順
番
に
行
っ
て
い
く
単
純
な

作
業
で
す
が
、
人
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
業

務
を
ボ
タ
ン
１
つ
で
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

で
何
十
時
間
と
い
う
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
１
人
あ
た
り
、

ど
れ
だ
け
利
益
を
稼
げ
る
か
。
そ
こ
を
求
め
る

な
ら
ば
分
母
を
減
ら
す
か
分
子
を
増
や
す
か

で
す
。
分
子
を
増
や
す
な
ら
、
売
上
・
利
益
を

上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
分
母
を
減
ら
す

な
ら
人
を
減
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
と
い
っ
て
、
今
の
人
員
を
減
ら
す
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
い
る
人
数
で
も
っ

と
売
上
を
増
や
す
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
働
き
方
改
革
を
行
う
必
要

性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
残
業
も
減
り
、
休
日
も
増
え

ま
す
。
売
上
が
上
が
っ
て
、
粗
利
が
増
え
た
ら

給
料
も
増
え
ま
す
。

事
務
局　

な
る
ほ
ど
。
そ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｘ
導

入
を
行
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な

会
社
を
目
指
す
事
が
出
来
る
と
い
う
訳
で
す

ね
。


	P14-15_3_2022_0216.pdf

